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巻 頭 言
今号から，「初等教育学科子ども教育学科紀要」は，再び「初等教育学科紀要」とな
る。以前の「初等教育学科紀要」は，現人間社会学部初等教育学科の前身である短期大学
部の初等教育学科が担っていた紀要である。短大の初等教育科は昭和33年，創立者人見
円吉先生の，教育の基礎を担う女性を育成したいという発意のもと，開設された学科であ
る。しかし長い間紀要を持たなかった。小さな学科で常勤教員の数も少なく，分野もばら
ばらであったので，教育系紀要としてまとめることは困難であったのかと思う。「初等教
育学科紀要」は，平成14年6月，『学苑』743号を創刊号とする。その後，平成18年に
人間社会学部に初等教育学科が開設され，短大の子ども教育学科（初等教育学科から名称変
更）と共にあった3年間は「初等教育学科子ども教育学科紀要」であった。そして，平
成20年3月に短期大学部子ども教育学科が最後の卒業生を送り出し，4月から人間社会
学部の初等教育学科に一本化された（短大保育学専攻は22年3月まで存続）のを機に，「初
等教育学科紀要」として新たなスタートとなったのである。この紀要の変遷は学科の発展
のさまを跡付けている。
51年の短大初等教育学科の歴史は，短大学部併設の3年間を経て，人間社会学部初
等教育学科に受け継がれた。途切れることなく確実にバトンを渡したのである。バトンを
受ける者は，後ろを振り返ることなく，バトンが自分の手のひらに確かに届くことを信じ
てスタートを切る。学短並走の3年間，われわれは，リレーゾーンを全力で駆け抜け，全
力で走りだすリレー走者のようであった。それが可能であったのは，二つの学科の誰もが
バトンの渡し手であり，また受け手であったからである。すべての教員が子ども教育学科
と初等教育学科の授業を担当し，学生の指導サポートにあたった。腕の中に，歴史を閉じ
ようとする学科と誕生したばかりの学科と，加えて同時に開設された大学院生活機構研究
科人間教育学専攻とを抱えて，奮闘する歳月でもあった。これからは，短大で築き上げた
教員養成保育士養成の実績と精神的な基盤とを受け継いで，四年制教育学科の一本道を進
んでいくことになる。
あらためて学科創設の時を思い起こしてみる。初等教育学科は，全人教育，教養教育を
特色の一つに掲げ，その確かな土台の上に教育保育の専門的な知識や技能を修得すること
を位置づけた。ところで，19世紀に成立した教養概念を示す語にBildungがあるが，こ
の語は，自然物の形成という一般的な意味を超えて，教育，人間形成，教養という三つの
概念を内包する。教育の根幹に人間性の育成があり，教養は，その人間形成の過程におい
て内面から生い育ち，それぞれの人格に調和をもたらすものと考えられたのである。幼児
期から児童期の，教育の基礎段階を担う人材を養成する初等教育学科が，教養教育を重視
するのは，このBildungに示されるような，人間形成と教養とが一体化した教育のあり
方に価値を認めているからである。初等教育学科が新たな歩みを始める時期に，今一度，
このことを思い出しておきたい。そして，学科の共通基盤の上に，「初等教育学科紀要」
がそれぞれの専門分野における研究の進展に寄与することを願って，互いに励み合う場と
したい。 （木間 英子）
